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NO.1082

わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。人がわたしにと

どまり、わたしもその人にとどまっているなら、その人は多

くの実を結びます。わたしを離れては、あなたがたは何もす

ることができないのです。       　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　ヨハネの福音書１５章５節

年間聖句
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主日礼拝
２０２５年　１２月　２８日

礼拝奉仕者

　説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　献金 ： 本多守兄　　　　　  
　　受付 ： 若村めぐみ姉　

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 守 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 主は良いお方」

「 夢見人（ ﾄﾞﾘｰﾏｰ）」

聖歌６０４番「 のぞみも消えゆくまでに」

テサロニケ人への手紙第一５章１節～９節

「 信仰こそが私たちを守る胸当て」

聖歌４８４番「 たたえよ救いぬしイェスを」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

	

●礼拝後自家焙煎コーヒータイムがあります。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

テサロニケ人への手紙第一５章１節～９節

1, 兄弟たち。 その時と時期については、 あなたがたに書き送る必要は

ありません。

2, 主の日は、 盗人が夜やって来るように来ることを、 あなたがた自身

よく知っているからです。

3, 人々が 「平和だ、 安全だ」 と言っているとき、 妊婦に産みの苦しみ

が臨むように、 突然の破滅が彼らを襲います。 それを逃れることは決し

てできません。

4, しかし、 兄弟たち。 あなたがたは暗闇の中にいないので、 その日が

盗人のようにあなたがたを襲うことはありません。

5, あなたがたはみな、 光の子ども、 昼の子どもなのです。 私たちは夜

の者、 闇の者ではありません。

6, ですから、 ほかの者たちのように眠っていないで、 目を覚まし、 身を

慎んでいましょう。

7, 眠る者は夜眠り、 酔う者は夜酔うのです。

8, しかし、 私たちは昼の者なので、 信仰と愛の胸当てを着け、 救いの

望みというかぶとをかぶり、 身を慎んでいましょう。

9, 神は、 私たちが御怒りを受けるようにではなく、 主イエス ・ キリスト

による救いを得るように定めてくださったからです。

「信仰こそが私たちを守る胸当て」  

-3-



今月のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2025 年 12 月 28 日御言葉

ルカの福音書　7 章 47 節 

ですから、 わたしはあなたに言います。 この人は多くの罪を赦されています。 彼女は多く

愛したのですから。 赦されることの少ない者は、 愛することも少ないのです。」

 聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用

●この箇所は、 ある罪深い女性がイエス様のもとに来て、 涙ながらに自分の罪を悔い改

める場面から始まっています。

その様子を見ていたのが、 律法の専門家であるパリサイ人たちでした。 彼らは、 イエス様

がその女性に寄り添い、 受け入れておられる姿を見て、 心の中で疑問を抱きます。

「なぜ、 このような罪深い女に近づくのか。」

イエス様は、 その心の内をすぐに見抜かれました。 そして、 その場にいたシモンに語りかけ、

ご自身がなぜこの女性を受け入れているのかを、 たとえ話を用いて説明されます。

それが、 41 節から語られている 「二人の借金のある者」 のたとえです。

一人は多くの借金をしており、 もう一人は少しだけ借金をしていました。 しかし、 どちらも

返すことができなかったため、 金貸しは二人とも赦しました。

そこでイエス様は、 「では、 どちらがよりその金貸しを愛するでしょうか」 と問われます。

シモンは、 「多く赦してもらった人です」 と答えました。

イエス様は、 その答えを肯定され、 続けて語られます。

たとえ多くの罪があったとしても、 悔い改めて赦しを求める者を、 神は受け入れ、 赦してく

ださるのだということ。

そして、 この女性がイエス様に示した深い愛は、 彼女が多く赦された者であることの証な

のだ、 と語られました。

「赦されることの少ない者は、 愛することも少ない」

これは、 イエス様の厳しくも真実な言葉です。

確かに私たちの歩みを振り返ってみても、 幼い頃から十分に愛されて育った人は、 自然と

人を愛し、 赦すことのできる人へと成長していくものです。

同じように、 神の前で自分の罪を認め、 赦されたことを深く知る者ほど、 他者を愛し、 赦

すことができるようになります。

私たちもこの女性のように、 心を開いてイエス様の愛を受け取り、 罪の赦しを体験し、 赦

された者として歩むものでありたいと思います。

そして、 赦された者として、 隣人を愛し、 赦す者へと日々変えられていきたいのです。

今日も、 私たちが多くの罪を赦されていることを感謝し、 その恵みを受け取り、 愛をもって

隣人に仕えて歩んでいく者でありたいと思います。

そのためにも、 これからもイエス様の愛の姿から共に学び続けていきましょう。

原市場聖書教会

若村和仁

-6-



　　　　　　　　　子供　　男性　　 女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 12月24日（水)

 12月21日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ  6 人

礼　　　　　拝   6+0 人    9+1 人   19+1 人   36(34+2）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　   希望者がおられませんでした。

ｷｬﾝﾄﾞﾙサービス 　 1 人　 　5+2 人　 12+3 人　 23(18+5) 人

報　　　　告

本日午後の予定

次週主日礼拝（2026 年 1月４日 )

司　　会 ： 本多崇兄　　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： ヨハネの福音書１５章１６節

説　　教 ： 「残る実を結ぶために必要なもの」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「主のいやし受け取ろう」 「永遠にあなたと」

　　　　　　　　聖歌３６１、 聖歌５９０、 教会福音讃美歌２５９、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 戸口貴夫兄

集会案内

礼 　　　　 拝            　　 　　　　　　 10:30 ～ 12:00
 1 月 4 日（日） ハレルヤキッズ　 　　                       14:00 ～ 16:00

祈　　り　　会 (お休みです） 　　　　　　　　10:30 ～ 12:0012 月 30 日（水）

★礼拝後コーヒータイム、昼食会があります。ご自由にお交わり下さい。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

●各クリスマス集会も祝福のうちに終わりました。

　　皆様のお祈り尊いご奉仕ありがとうございました。

◆クリスマス献金の封筒をご用意いたしました。 クリスマス特別献金にご利用ください。

　いつも皆様の尊い献げものを感謝しています。

　続けて教会の働きの為に祈り一年の感謝としてお献げ下されば感謝です。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ １２月２９日 （月） ～１月３日 （土） 休暇

集会はお休みです　　　　　　　　　 　　　　 10:00 ～ 13:0012 月 29 日（火）

-7-



頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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